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【方法】対象は、石狩市（人口約 59,000人）の全妊婦（約 300 名/年）
で、母子手帳を受取り時、質問票への回答を依頼し、郵送法により回収





【結果】2016年 6月から 2017年 3月までに、34人の妊婦より回答が得








「そう思う」の回答はそれぞれ 67.6％と 29.4％だった。 
【結論】 研究対象妊婦の DOHaD説の理解度は不十分であると考えられる。 
